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アートの島：直島アートプロジェクトを検証する 
 
前田 和實 
 
 平成 23 年度社会科学研究所主催の春季実態調査行程の中に、以前から関心を持っていた「直
島」が含まれていたため、参加することにした。「直島」については、私個人は産業廃棄問題で
有名な豊島の中間処理施設としての直島、アートの島、ベネッセハウス、芸術による島おこし
など断片的な情報としてその存在に注目していたが、その実態についてはよく分からないとい
うレベルでした。ただ、バブル時期に全国的なテーマパークの開発、町おこしの一端に関係し
た者として少なからず興味があり、この機会にその本質を探ってみたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．従来型の開発プロジェクト要因として「直島」 
 
 本来、町おこしや開発プロジェクトを立ち上げるにあたり、そのターゲットのステュエーショ
ン（場所・地域など）などから開発コンセプトを設定するのですが、その前提に歴史的背景、
名所遺跡、特産物、行事・祭事、地域経済概況、交通アクセスなどあらゆる要因を精査したう
えで作業に入ります。但し、「アート」の側面については後述する。 
 今回の直島を「島」という面からとらえた場合、直島は香川県と岡山県の県境の瀬戸内海に
浮かぶ人口約 3,300 人（2010 年現在、1970 年約 6,000 人）面積 8.3 ㎡、周囲 16km の小島であ
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る。日本には 6852 の離島が存在するが、なかでも女人禁制の海の正倉院といわれる沖ノ島（福
岡県、当時人口密度が世界一であった端島、別名軍艦島（長崎県）、神の島と呼ばれる屋久島（鹿
児島県）、島流しの流民が築いた八丈島（東京都）、ＮＨＫ放映のひょっこりひょうたん島のモ
デルといわれている瓢箪島（愛媛県）、254 ヶ所の古墳のある相島（福岡県）、キリシタンが流
刑された鶴島（岡山県）、埋める墓と参り墓からなる佐柳島（香川県）、神様ボゼが存在する悪
石島（鹿児島県）、ガジュマルという水の精霊が住むヤガンナ島（沖縄県）など禁断の島であり、
歴史的な島、神にかかわる島など数多くある。 
 さて、「直島」の歴史・遺跡・文化財をみると、品陀和気命大王が吉備国に向かう時に直島の
「宮ノ浦」に立ち寄ったと日本書紀にでてくる。宮浦港の住吉神社には応神天皇が腰かけたと
いわれる御腰懸岩が現存している。また、崇徳上皇（保元の乱）が隠岐国に流刑される際 3 年
間直島の泊ｹ浦に過ごしたといわれ、現在では崇徳上皇神社として名残りが山上に移設されてい
る。戦国時代には、水軍の将であり、キリシタン大名の高原次利が直島の八幡山に直島城（1781
年の大火で焼失？）を築き、丸山城，八日山城、風戸城を作り、豊臣秀吉の備中高松城水攻め
において水先案内の功績で、男木島、女木島、直島 3 島の 600 石の領主となる。関ヶ原の戦い
に東軍に味方し、1619 年までは所領を収めたが 1671 年に天領となる。江戸時代には、徳川幕
府の直轄天領として、倉敷代官所の支配下にあり、歌舞伎や人形浄瑠璃が伝わったとされる。
近世においては、幕末期は高松藩の預かり地であったが、1871 年丸亀県の管轄から香川県の一
部となり、1890 年に町村施行により香川郡直嶋村となる。1954 年、直嶋村は香川県の市町村合
併をせず、単独で直島町となった。 
なお、喜兵衛島には古くから製塩遺跡があり、1977 年に国の史跡に指定されている。 
文化財としては、明治以降途絶えた人形浄瑠璃を戦後女性だけで復活し、「直島女文楽」とし
て県の無形民俗文化財に指定されている。他に八幡山極楽寺は高野山真言宗の寺院で阿弥陀如
来座像が本尊として祭られている。 
 交通アクセスでは必ずしも便益があるとはいえず、直島日帰り圏外の住民にとっては厳しい
ものがある。直島へのアクセスは海上航路だけであり、以下の通りである。 
 ＊四国汽船 
①フェリー（宮浦港―高松港）1 日 5 往復、片道 510 円 
 フェリー（宮浦港―宇部浩）1 日 13 往復、片道 280 円 
②旅客船（宮浦港―宇部港）1 日 3 往復、片道 280 円 
③フェリー（風戸港―宇部港）1 日 6 往復、日・祭日運休 
④旅客船（本村港―宇部港）1 日 5 往復、片道 280 円 
⑤高速船（宮浦港―豊島―犬島）１日 3 往復、月・火運休 
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 ＊津国汽船 
①フェリー（風戸―宇部港）1 日 8 往復、日・祝日運休 
直島内の交通については、町営バスが運行しており、三菱マテリアルー宮浦港―農協前―本
村港―積浦―つつじ荘間で 1 日 20 便程度である。ただし、ベネッセハウス、李兎燗美術館、地
中美術館には行かない。もしくはベネッセハウスが運行する無料シャトルバスを利用する。2008
年度には町営バスの利用者は 600 人／日程度である。 
産業面では、島の北部で 1917 年から三菱合資会社の銅精錬所が創業し、現在の三菱マテリア
ルが稼働して地金の日本一の生産を誇る。周辺海域ではハマチ、海苔の養殖が盛んで、特産品
はハマチ、タイ、カンパチ、海苔である。 
観光（アートを除き）としては島内の南端に直島つり公園があり、季節により新春メバル釣
り大会。ファミリーチャレンジ釣り大会、チヌ釣り大会などが開催されている。その他海用の
シーカヤッキングによるツーリングが利用されている。 
 
２．アートによる地域の再生創造の「直島」 
 
近年、慢性的な不況と格差社会の進行により、社会経済環境が大きく変容して、都市と地方
の格差が拡大している。これまでの従来型の箱モノによる開発プロジェクトの頓挫により、さ
まざまな新しい開発プロジェクトの方向性が模索されている。こうした中で、1990 年代頃から
のアートを活用した地域再生の取組みもその一例として注目されている。 
例えば、アートキャンプ白州の「白州・夏・フェステバル」（山梨県）、イズミカワプロジェ
クト（東京都和泉）、「アートプログラム時の蘇生、柿木プロジェクト（長崎県）、灰塚アースワー
クプロジェクト（広島県）、取手アートプログラム（茨城県）、佐久島一色町のアートによる村
おこし（愛知県）、直島アートプロジェクト（香川県）、みやざき文化村の子ども・アート・ま
ちづくり（宮崎県）、龍神村の芸術家の村づくり（和歌山県）、越後妻有地域の「大地の芸術祭・
越後妻有アートトリンナール」（新潟県）など、国内でアートによる地域文化の振興、地域の活
性化が展開されている。そこで直島のケースを検討してみたい。 
 
 ａ．直島「アートの島」としての時代背景 
歴史的に直島は城下町の足跡を残す本村地区、漁港としての積浦地区、西部の宮浦地区から
なり、北西部には戦前からの銅精錬所である三菱マテリア精錬所が稼働していたが、それによ
り、島の北西部は工業地域として大きく発展してきた。しかしながら、一方で銅の精錬による
煙害が直島および周辺の島々まで被害を及ぼしていた。1970 年代から銅価格の下落により精錬
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業そのものが低迷し、直島は過疎化の問題にも直面していた。 
しかも、1975 年から生じた豊島の産業廃棄物の不法投棄による中間処理施設の建設により、
長年の煙害による自然破壊と産業処理施設建設の風評被害を払しょくする新たな方向性を探る
ものとして、観光産業の見直しがなされた。 
1985 年直島文化村構想の第一歩として、三宅親連町長・福武哲彦（福武書店創業者）との会
談により、南側一帯の文化エリアとしての開発を願う三宅町長と瀬戸内海の島に世界の子供が
集う場を作りたいとする福武氏の考えが直島再開発として「直島文化村構想」の芽が生れるきっ
かけとなる。 
 翌年、福武哲彦氏の急死により息子福武總一郎氏がその遺志を引き継ぎ、1989 年直島国際
キャンプ場として営業を開始する。モンゴルのテント「パオ」を宿泊施設として、2006 年から
ふるさと海の家「つつじ荘」と名所変更して現在に至る。さらに、2004 年 Benesse Isiand「直
島文化村」構想から「ベネッセアートサイト直島」に改称し、本格的な直島独自のサイトスペ
シフィックな「アートの島」として展開する。 
 b.直島「アートの島」としてのふたつの柱 
 現在のアートの島として直島を検討するにあたり、「直島建築群」（公共施設竣工）とベネッ
セハウスの活動のふたつが大きな意味をもったといえる。 
 まず、「直島建築群」については、三宅元町長の「自立する町づくり」の一端として「文教地
区計画」（将来の直島に必要な教育文化施設を中心部に集める）により直島小学校をはじめとす
る学校施設・社会教育施設が整備されていった。特に、この構想は推進の中心となった建築家・
石井和紘氏の設計が大きく貢献している。 
 これは「直島建築群」として、時系列にみると以下のように竣工している。 
＋1971 年：直島小学校（石井氏設計）竣工 
＋1974 年：直島幼稚園（直島幼児学園、設計：石井和紘・難波和彦）竣工 
＋1976 年：直島町民体育館・武道館（設計：石井和紘）竣工 
＋1983 年：直島町役場竣工・直島保育園竣工（設計：石井和紘） 
＋1989 年：（直島国際キャンプ場竣工） 
＋1990 年：（ベネッセハウス）着工 
＋1991 年：（ふるさと海の家「つつじ荘」）竣工（設計：石井建築研究所） 
＋1992 年：（ベネッセハウス竣工） 
＋1993 年：直島総合福祉センター竣工 
＋1995 年：（ベネッセハウス別館竣工） 
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＋2004 年：海の家「なおしま」竣工（設計：妹島和世・西沢立衛氏の（有）SANAA） 
   注）（    ）はベネッセハウス関連 
このような一連の「直島建築群」は、アートの島「直島」としての方向性に貢献した要因の
ひとつである。例えば、直島小学校にしても既成の小学校の概念から脱皮したデザインで現代
でも斬新的であり、また安土・桃山時代の飛雲閣をモデルとするモダンな町役場など町民に関
心を持たせる建築物として、町民が受け入れやすい下地となった。 
 もう一方のベネッセハウスは,2004 年から島内のアート活動をベネッセアートサイト直島に
改称し、新しいアート活動を展開する。それまでの経過をみると、 
＋1966 年：藤田観光が島の南部に「フジタ無人島パラダイス」をオープンするも、その
後オイルショックで撤退する。 
＋1985 年：三宅町長・福武書店創業者福武氏会談により、文化的地域の開発に合意 
＋1986 年：福武哲彦氏急死、息子總一郎氏引き継ぐ 
＋1987 年：福武書店、藤田観光から土地の一括購入 
＋1989 年：直島国際キャンプ場（監修：安藤忠雄氏）オープン 
＋1992 年：美術館と宿泊施設の一体化したベネッセハウスのオープン（設計：安藤忠雄氏） 
「直島コンテンポラリーアートミュージアム」としてアート活動開始 
＋1996 年：サイトペシフィック・ワークスの制作を展開・コミッション・ワーク形式の
本格化 
＋1997 年：「家プロジェクト」開始 
＋2001 年：スタンダード展（直島コンテンポラリーアートミュジアム 10周年記念企画）開催 
＋地中美術館（設計：安藤忠雄氏）オープン 
そのベネッセハウスの活動は次の通りである。注１） 
１．ベネッセハウス（ホテル宿泊施設・ベネッセ美術館（旧直島コンテンポラリーアートミュー
ジアム・テラスレストラン・スパ、安藤忠雄氏設計） 
２．シーサイドパーク 
３．「家プロジェクト」（島内の古民家の保存・修復に現代美術のインスタレーションを組み合
わせたアート作品群 1997～2007） 
・角屋（修復監修：山本忠司・「Sea of Time ‘98」宮島達男作品）・南寺（設計：安藤忠雄・「Backside 
of the Moon」ジェームス・タレル作品）・ぎんざ（基本設計：内藤礼・「このことを」内藤
礼作品）・護王神社（設計：「アプロプリエイト・プロｐ－ション」杉本博司）・石橋（「The 
Falls」先住博作品）・碁会所（「椿」須田悦弘作品）・はいしゃ（「舌上夢・ボッコン覗」大
竹伸朗作品） 
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４．本村ラウンジ＆アーカイブ（西沢立衛空間設計） 
５．本村のれんプロジェクト（2001 年）染色家・加納容子氏による本村 14 軒のオリジナルの
れんを制作、2004 年本村のれんプロジェクト実行委員会発足 
６．直島コメづくりプロジェクト（2006 年）1970 年代に途絶えてしまった直島のコメづくりの
復活（ヒノヒカリ、モチミノリ） 
７．007「赤い刺青の男」記念館（小説『００７/ 赤い刺青の男』に直島が登場するのを記念し
て 007 資料展示ルーム、7 月「007 BOND NIGHT PARTY」開催 
このほかに、ベネッセハウスとは別に、安藤忠雄氏設計による地中美術館（クロード・モネ、
ウェルター・デ・マリア、ジェームス・タレルの作品、山の上の塩田跡の地下に建設）さらに、
直島銭湯「I❤湯」（大竹伸朗作品銭湯） 
このような活動の基本は、「自然・建築・アートの共生」にあり。瀬戸内海国立公園の遵守条
件を守り、自然環境と共生する建設を行ったのである。特に、画期的なことは「サイトスペシ
フィック・ワーク」作品を導入し、直島の自然環境に合わせた作品で、アーテイスト自ら直島
に来て制作してもらう手法で、その作品は直島に永久保存されるというものであった。こうし
た『直島アートプロジェクト』が直島の自然とアート作品・建築物との融合を可能にしたもの
は、一体何であったのか？アート作品だけで完結するものだろうか？と、私は問いたい。 
 
ベネッセハウスの屋外作品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考）ベネッセハウスパンフレットより引用 
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３．おわりに 
 
 従来型の資源要因から検討すると、直島の再開発には、アクセスの不便さ、歴史的遺跡で人
を呼び込むほどの目玉を見出すことはできない。現に藤田観光も撤退を余儀なくされた。その
なかで、観光資源としてのアートの島「直島」が脚光を浴びた要因は何であろうか。この点に
ついて次のことが指摘できる。 
１．三宅元町長と福武總一郎氏の強いリーダーシップがあったこと。 
２．直島独特のサイトスペシフック・ワークによる作品制作を行ったこと。 
３．直島建築群により島民の認識を受けやすい下地があったこと。 
４．作品制作に島民の参加を求めたことで、アートへの接近を身近なものにしたこと。 
１．については、三宅元町長は昭和 34 年から 9 期 36 年にわたり町長を務め、芸術文化に理
解があり、直島建築群の推進者であった。また、福武總一郎氏も芸術文化に独特の個性あ
るビジョンをもち、実現に努力した。両氏とも直島の名誉町民でもある。 
２．については、サイトスペシフック・ワークという手法で、作家を島に招いて島の自然や
景観にあった作品作りをしているため、単に作品を設置したのではなく作品の持つ意味づ
けがある。 
３．については、「直島建築群」は 50 年も前の建築でありながら、当時でもモダンで現在で
も斬新な建築として通用するデザインである。こうした建築群により島民は感覚的に受け
入れる下地ができていたと考えられる。 
４．については、特に、家プロジェクトの中で「角屋」は象徴的で瀬戸内海に見立てた部屋
一面に 125 個のデジタルカウンターが違った速度で点滅する作品である。これは作家自ら
が島民に呼びかけ 4 歳から 90 歳の 125 人の島民の持つ時間を表し、瀬戸内海の島々のよう
にも表現している。また、本村のれんプロジェクトのように玄関先にのれんをかけたり、
屋号を設置したりしている。このように作家と島民が地域の中で共生し、制作過程で共有
することでアートを身近なものにしたといえる。 
こうしたアートの島としての島おこしの展開は、イタリアのジェノバやフランスのナントな
ど珍しいものではないが、日本では先端的なやり方として注目に値する。 
ただ、忘れてはならないことは、負の遺産である三菱マレリアルによる煙害などを対極とし
て認識しておく必要がある。つまり、エコアイランドなおしまプラン（エコツアー）と三菱マ
テリアル PLAN ツアーなどのリサクル・工場見学を今後どのようにアートの島と関連づけるこ
とで「直島」全体をアピールすべきである。 
 今後の展開としての課題を指摘しておくと、 
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１．現在のアクセスでは宇部港、高松港が主体であるが、利便性のあるアクセスルートの開発
（宮島―尾道・瀬戸田経由）や交通機関（観光船によるツーリングなど）など検討すべきで
ある。現実問題として船会社にとって継続的な利用客が確保できるのか。 
２．ベネッセ美術館、地中美術館、家プロジェクトなどのチケットの連動性がなく、しかも単
独に購入すると４千円以上になり、共通した１日利用券、２日間利用券などの価格設定に工
夫が必要である。高額のままでいくならば付加価値を付けることもよいのではないか。注２） 
３．家プロジェクトではベネッセハウスによって運営がなされているが、例えば、語り部ガイ
ドや観光ガイドなど有料の形で案内があってもよいのではないか。注３）また、海の駅「なおし
ま」は観光振興のシンボルとして建設されたが、観光案内所としての機能、土産品について
もまだまだ改善の余地がある。各美術館の開店・閉店時間も早いのでミュージアムグッズも
海の駅「なおしま」で購入できるとよいのではないか。 
４．ベネッセハウスや地中美術館の来館者は 2004 年から急速に増加し、2008 年には 20 万人を
超えるまでになっている。直島への來訪者をみても、2004 年から増加し、2008 年には 34 万
人を超えている。しかもその 9 割はアートに関心を持って来た來訪者だといわれている。そ
の中で宿泊施設としてのベネッセハウス、民宿などは価格面でもかなりの差があり、差別化
は悪くはないが、今後、収容人数の許容範囲など事業規模の適正化や地域との共存を考慮し
なければならない。注４） 
５．家プロジェクトの実験的成果により、今後のアート作品の制作をどのように展開するのか
という将来的ビジョンを提示する時期にきている。 
以上 
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注１）ベネッセの由来は、1995 年福武書店を（株）ベネッセコーポレーションに変更。 
「ベネッセ」（Benesse）はラテン語の bene（よい）と esse（生きる）を組み合わせた造語
である。 
注２）ベネッセハウス入館料一般 1,000 円、小学生 500 円、家プロジェクト鑑賞料共通チケッ
ト 1,000 円（15 歳以下無料）ワンサイトチケット 400 円（ぎんざを除く）、ぎんざ（事前
予約制）鑑賞料 500 円、地中美術館入館料 2,000 円（15 歳以下無料） 
注３）観光協会では実働５名のボランティアガイドによる案内が用意されている。約１時間半
程度、参加人数１～３名の場合各 500 円、16 名以上の場合各 100 円 
注４）ベネッセハウス宿泊料（ミュージアム棟平時ツウィン 35,000～70,000 円、オバール棟平
時 40,000～70,000 円、パーク棟 30,000～50,000 円、ビーチ棟 62,000 円、民宿。旅館は２0
軒位 2,000～ⅰ6,000 円位平均 4,000 円位） 
